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書評
R.E.ケイブス， R.W.ジョーンズ著
小田正雄，江川育志，田中茂和訳
『国際経済学入門（国際貿易編）』
『国際経済学入門（国際金融編）』
（多賀出版）
山本繁綽
ー
本書の原著である R.E. Caves & R. W. Jones, World Trade and 
Payments, An Introduction (Fourth Edition), Little Brown, 1985. 
は， C.P. Kindleberger & P.H. Lindert, International Economicsゃ
H. G, Grubel, International Economicsと並ぶ，アメリカの代表的な
中級程度（学部学生向け）の国際経済学の教科書である。とりわけ，この原
著はそのスマートさにおいて，これら 3つの教科書のなかで最も定評がある
といわれているものである。 1973年に初版が発行されて以来4版を重ね，そ
のつど大幅な改定がなされている。著者の1人ケイプスはハーバード大学教
授で，どちらかというと産業組織論の専門家であるが，国際経済の理論と事
実にも造詣が深く，もう 1人の著者のジョーンズはロチェスクー大学教授
で，国際貿易の純粋理論の鋭い研究者として著名である。
ところが，他の2つの教科書の邦訳が早くから出されていたのに対して，
本書の邦訳は一向に出ず，かねてからその出現が待望されていた。なにぶん，
原著は五百数十ページの大部の書物であり，翻訳は並大抵の労でないことも
推察された。それがこのたぴ，小田，江川，田中の 3教授に努力によって邦
R.E.ケイプス， R.W.ジョーンズ著小田正雄，江川育志，田中茂和訳「国
際経済学入門（国際貿易編）」「国際経済学入門（国際金融編）」（山本） （473)87 
訳が完成したことは，心から慶賀にたえない。国際経梢学を学ぶ日本の学生
にとって大きな福音となるものであろう。
なお，本書の原著は，
第I部基本貿易モデル
第I部 技術，生産要素賦存および貿易パクーン
第皿部 国際要素移動と非競争市場
第w部通商政策
第V部所得，貨幣，国際収支
第VI部 国際経済における経済政策
の6部 (23章）と補論（数学付録）からなっている。本書（邦訳）では使用
に便利なように，第I,lI, m, W部を国際貿易編，第V,VI部を国際金融
編と 2冊に分けられている。そのため本書では，原著の第V,VI部が，国際
金融編の第I,lI部となっている。この書評でも，それにしたがって国際金
融編第1部，同第2部，章の方も国金第何章と表示することにしよう。
2 
まず，本書の全体の内容をごく簡単に紹介しよう。
第I部では，経済学における消費者選択の理論の応用として，無差別曲線
を用いて貿易均衡，貿易利益，交易条件の決定等の国際貿易論の基本的命題
が説明される（第2 • 3章）。さらにその応用として，外国の需要増加，供
給削減等の与件の変化の効果，窮乏化成長等を含む経済成長と貿易の問題，
そして購買力や実物資源が国際間を移転する場合のトランスファー問題が説
明される（第4章）。ただ，通常の国際経済学の教科書でボピュラーなオフ
ァー曲線による説明は，付論として本文からは離れている。
第lI部は，基本貿易モデルの背後にある生産側の理論を示したものであ
る。それは伝統的によく知られた国際分業理論であって，まずリカード・モ
デル（第5章）が，次いで， リカードにおける労働に資本・土地の特殊生産
要素が加わり，しかも逓増生産費のモデル（第6章），そして最後に， 2財・
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2生産要素のヘクシャー＝オリーン・モデル（第7章）が説明される。
では，特殊生産要素モデルに論及がなされているのが特徴といえる。付論と
して，レオンチェフの逆説と特殊生産要素モデルによる産業調整過程の説明
が比較的簡単に付け加えられる。これら第I,JI部の理論の厳密な展開は，
第1,12章の開税の純粋理論のそれとともに，数学付録といえる補論でなさ
れている。
第m部は，第JI部でされていた仮定を次々と除去して，中間財（第8章），
不完全競争（第9章），そして生産要素の移動性（第10章） が存在する場合
の効果が分析される。とくに，中間財に関しては新興工業国・地域群におけ
る自由立地 (footloose)生産，不完全競争に関しては石油カルテル，商品
協定，産業内貿易，ダンピング，そして生産要素移動に関しては移民，最近
の途上国の借り入れ，多国籍企業の直接投資など，国際経済の硯代的特徴を
示す興味ある問題が取り上げられる。なお，直接投資については特殊生産要
素の移動として説明されている点が特徴であるが，資本移動のところは抽象
的理論というよりも，事例の説明を主としている。
第N部は，通商政策，貿易政策に関連するさまざまな問題を取り扱う。ま
ず，関税の実証的，規範的基礎理論が提示され（第11章）， 保護貿易の主張
と有効保護の概念が紹介される（第12章）。ついで， アメリカの関税擁護の
政治的理由から，一方において多角的関税引き下げの国際的努力と，他方に
おいて管理貿易の国際的傾向とが紹介される（第13章）。 そして最後に，関
税同盟の理論と，現代の経済統合に関する諸問題としてEC,途上国相互間
の自由貿易地域，ソ連圏の CMEA（コメコン）に言及される（第14章）。こ
の部は，純粋経済分析だけでなく，ここでいう政治経済理論，つまり公共経
済学的説明が加味されているのと，現代の世界貿易の制度的事項に詳しいの
が特徴といえる。
国際金融編第I部では，まず為替レートと国際収支の概念が明らかにされ
た（国金第2章）のち，よく知られたケインズ・モデルと貨幣（マネタリ）
モデルの双方における貿易収支調整のメカニズムが対比される（国金第4
R.F．ケイプス， R.W.ジョーンズ著小田正雄，江川育志，田中茂和訳「国
際経済学入門（国際貿易編）」「国際経済学入門（国際金融絹）」（山本） （475)89 
章）。そして，貨幣モデルを用いて為替レートの決定が示され， 購買力平価
説，．アセット・アプローチにも拡張される （国金第5章）。 さらに，変動為
替レート制，釘付け為替レート制における貿易収支調整の効果（国金第6章）
と，そして最後に国際金融市場として，利子裁定，為替投機，ユーロ・ダラ
―市場，国際的なボートフォリオ調整等の国際短期資本に関する諸問題が集
められる（国金第7章）。このところでは，現代の国際マクロ経済学の理論
が広く取り扱われているが，中心となる為替レートの決定理論については，
主として長期モデルである貨幣モデルによっている。
国際金融編第1I部では，まず対内・対外両掏衡を達成するためのマクロ経
済政策と，政策割当戦略とが論じられる。それらはケインズ・モデルによる
財政・金融政策の効果で，短期の効果ということができる （国金第8章）。
次に，外貨準備の問題や，国際流動性の供給の制度的メカニズムとして， ド
ル，金， SDR,IMF信用等が挙げられ， 国際通貨体制の将来像に及んでい
る（国金第9章）。最後に，為替相場制度として変動相場制と固定相場制の
比較と，固定相場制に関連して最適通貨圏の問題が論議され，国際間の相互
依存関係を考慮にいれた両相場制の評価に言及している （国金第10章）。 こ
んにちの国際通貨制度と為替相場制度の問題は，すべてこの最後の「国際経
済における経済政策」のところに含まれているわけである。
3 
本書は，最初にも指摘したように大学学部向けの教科書である。そのた
めまず，本書の教科書としての評価を考えてみよう。
第1は，教科書として統一とバランスがとれているかどうか，という点で
ある。国際経済学は応用経済学であるが，ミクロ経済学の応用が国際貿易論
（国際貿易の実物分析）であり，マクロ経済学の応用が国際金融論（国際貿
易の貨幣的分析）である。本書も，国際貿易論と国際金融論に 2分されてい
て，それがさらに理論と政策に 2分されている。すなわち本書は，国際貿易
論（理論＋政策）＋国際金融論（理論＋政策）のフレームワークが見られる。
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国際経済学の対象とされる硯実の変化はまことに激しく，次から次へと新
しい課題が発生していることは周知であろう。 ざっと見ても， Niesの台頭
と貿易， IMF体制の変容と国際通貨制度，多国箱企業等に関連する諸問題
が挙げられる。本書はそれらの最近の問題も含めて国際経済についての広範
な問題を，上記のフレームワークのなかにすべて組み込み，見事に統一がと
れている。以前，最初に挙げたグルーベルの教科書の書評をしたとき， SD 
Rの創造のセニアリッジの回りくどい公式を挙げているのを見て，学部レ
ベルの教科書にそこまで書く必要があろうかと疑問を呈したことがあった
（『世界経済評論』 1981年9月号）。どの教科書にも著者の好みの特殊な課題
が挿入されていることがある。けれども，本書にはそのような個所は殆んど
ない。統一性に加えて，バランスのとれた構成といえよう。
ただ敢ていうと，国際貿易論の部分と国際金融論の部分との間に，かすか
なアンバランスが感じられることである。実をいうと，原著の初版は国際貿
易論のウェイトが大きく，国際経済論と国際金融論とのアンバランスが目立
った。この第4版ではかなり改善されてきているが，それでも，国際貿易論
の方は特殊生産要素理論，中間財貿易，不完全競争等のユニークな貢献もあ
り，事例の表示も豊富で，さらに補論として整った数学付録が付けられてい
るのに対して，国際金融論の方はやや通り一遍といえる感じがする。国金第
3, 4章や国金第8章の対内・対外両均衡達成政策の個所などは，同様に数
学付録がつけられてもよいのでないかと思われる。
さらに望蜀のことをいえば，こんにちの多国籍企業の占める状態からすれ
ば，多国籍企業の直接投資に開して，もう少し立ち入った論議が望まれるので
はないか。第10章で一応の説明はなされているが表面的である。例えば，マ
クドウガルの図の程度の説明があってもよいのでないかと思われる。この点
は，著者の1人のケイプスが多国籍企業の専門家であるのにやや意外という
感じもする。もう 1つ，為替レートの理論では，伝統的な弾力性アプローチ
が無視されている。そのため，マーシャル＝ラーナーの条件も触れられてい
ない。弾力性アプローチの妥当性については問題はあろうが，短期の為替レ
R.E.ケイプス， R.W.ジョーンズ著小田正雄，江川育志，田中茂和訳「国
際経済学入門（国際貿易編）」「国際経済学入門（国際金融編）」（山本） （477)91 
ートの変動やJカーブ効果のような硯象は，弾力性アプローチを用いるとき
れいに説明できる。弾力性アプローチについて，簡単にでも説明があっても
よかったのでないかと思われる。
なお，国際金融論の構成に関してであるが，本書のように（理論＋政策）
と， どちらかいうと形式的な分類によるよりも，国金第3章のケインズ・モ
デルのあとに国金第8章の対内・対外両均衡達成のためのマクロ政策を続け
て，第1部に含め，一方，国金第4章の金本位制の個所と国金第9章とを合
わせて，国際通貨問題として第1I部に含めた方がよかったのではないか。そ
のため，統一性のスマートさは欠けるかもしれないが，前者の点は理論の継
続性と，後者の点は国際通貨制度の歴史的な発展をそれぞれ示す意味で，自
然な配列のように思われるからである。
評価の第2は，教科書として分かりやすく書かれているかどうかという点
である。本書は補論を除いて，一貰して簡明な図によって説明されていて，
学生の理解を容易にする工夫はなされている。また，アメリカの大学教科書
に普通に見られるように，具体的な事例が豊富に示されていて，学生が興味
をもって読めるように配慮もなされている。
けれども，本書は説明の仕方がスマートではあるが，必ずしも論理的に緻
密で，丁寧とはいえない個所が見受けられる。翻訳が悪いのではない。原文
を読んでも何となく分かりにくいのである。国際貿易論の方では，補論の数
学的展開をきちんとフォローすれば，なんとか理解できるところもある。し
かし，補論は大学院レベルである。そういうところは数学的展開は表に出さ
ずに，文章で説明しているそのスマートさが分かりにくくしているのでない
だろうか。もっと野暮ったくてもよい。数式がごちゃごちゃとはいってても
よい。不細工な図を連ねていてもよい。学部の学生が読むのだから，しかも
アメリカの学生は自習書として読むのだから， もう少し緻密で丁寧に書いた
らと思われる表硯が各所に見られる。
これに謁して思い出すのだが，以前アメリカにいったとき，テル・アビプ
大学のヘルプマン (ElhananHelpman)がバークレーのカリフォルニア大
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学の学部課程で，国際経済学を教えていたときの光景である。こんにちでは，
ヘルプマンは世界で最も有能な国際経済学者の1人といえるが，当時はまだ
30代の若手の講師であった。教科書はこのケイプス＝ジョーンズの初版を用
いて，文字通り全力投球して教えていた。ヘルプマン自身も，この本は国際
経済学の教科書のなかで最もすぐれている， といっていたのも思い出す。け
れども，学生の反応はいまひとつであった。アメリカの学生は普通は講義中
よく質問する。だが，そのクラスはほとんど質問がみられなかった。それは
本書の第I部に当たる国際貿易の基礎理論的なところであった。国際経済学
そのものが彼等にとって比較的むつかしい科目であることも事実であろう
が，この本の説明も分かりにくいのではなかったかと，いまさらながら思わ
れるのである。
4 
最後に訳文であるが，多少直訳的という感じがするところもあるが，全体
として平易な日本語に訳されていて， 3人の分担によるとはいえ統一もよく
とれている。延べ 3人X2年の訳業の労は高く評価されるものである。ただ
便宜という点で，主要なテクニカル・タームの英語を併記するくらいは，な
されていてもよかったと思う。
各章末の「より進んだ研究のために」は，学生はもちろん研究者にとって
もまことに便利で，このような文献があったのかと知らされたのも多々あ
る。ただ，少数だが邦訳を挙げるのが抜けているのがあり，学生には便利で
あると思われるので，念のため指摘しておこう。機会があれば，付け加えて
いただければと思う。
国際貿易編
145ページの (Heckscherの論文）ーB．ウリーン著，木村保重訳，『（改
訳）貿易理論一域際および国際貿易』晃洋書房， 1980.の最後に追録され
ている。
271ページ (Johnsonの論文）ーH.G. ジョンソン著，柴田裕訳，『国際
R.E.ケイプス， R.W.ジョーンズ著小田正雄，江川育志，田中茂和訳「国
際経済学入門（国際貿易編）」「国際経済学入門（国際金融絹）」（山本） （479)93 
貿易と経済成長』弘文堂， 1970．の第IX章。
327ページ (Johnsonの著書）ーH.G.ジョンソン著，村上敦訳，『貨幣，
貿易，経済成長』ダイヤモンド社， 1964.
国際金融編
84ページ (Scitovskyの著書）ーT．シトフスキー著，片山貞雄，山本繁
綽訳『貨幣と国際収支の理論』）トッパン， 1972.
128ページ (Cordenの著書）ーW.M.コーデン著岡部光明訳『国際マ
クロ経済学』東洋経済新報社， 1986.
128ページ (Johnsonの論文）ー前掲『国際貿易と経済成長』の第VI章．
167ページ (Dufeyと Giddyの著書）ーG.ドゥフェイ， I.H. ギディ
著，志村嘉一，佐々木隆雄， 小林褒治訳， 『国際金融市場一ユーロ市場の
理論と構造』東京大学出版会， 1983.
167ページ (Mckinnonの著書）ーR.マッキノン著，鬼塚雄丞他訳，『国
際通貨•金融論』日本経済新聞社， 1985.
194ページ (Mundellの論文）ーR.A. マンデル著，渡辺太郎，箱木真
澄，井川一宏訳，『国際経済学』ダイヤモンド社， 1971.の第16章．
215ページ (Leagueof Nationsの著書）一R.ヌJレクセ著，小島清，村
野孝訳，『国際通貨： 20世紀の理論と現実』東洋経椅新報社， 1953.
241ページ (Friedmanの論文）ーM. フリードマン著，佐藤隆三，長谷
川啓之訳，『実証経済学の方法と展開』富士書房， 1977年．の第II部．
